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富岸小学校区 



校区活動

評価指標 内容 点数 平成30年度に向けて

①調べる
（確認する）

住民座談会を開催することで、地域の現状把握及び取り組みについて確認できた。 4 継続して行う。

②知る
（学ぶ）

住民座談会の開催を行った。今後は、地域ニーズに合わせた研修等の開催も検討
する。 4 継続して行う。新たな研修等の検討。

③つながる 委員会や住民座談会を通して、各関係機関との関わりを設けた。 3 継続して行う。

④伝える
昨年度同様、住民座談会は開催できたが、それ以外での活動できずなを広める機
会が少なかった。 3 各関係機関も含めアプローチ方法等を検討する。

⑤高める まだ基盤作りの段階であり、今後も継続して周知活動を行っていく必要がある。 3 継続して行う。

日頃からの見守り・訪問・声かけの推進

評価指標 内容 点数 平成30年度に向けて

①調べる
（確認する）

小地域ネットワーク活動も含め、繋がりづくりが出来てきている。 4 継続して行い、新規開拓も進める。

②知る
（学ぶ）

住民座談会を通して、各地区の現状把握に努めた。 4 継続して行う。

③つながる 町内会、専門職等との連携は取れており、日頃からの見守り活動も行えている。 4 継続して行う。

④伝える
現状でも一定以上の成果は出ていると考えるが、今後も小地域ネットワーク活動の
普及のため、各関係機関と連携を図っていく。 3 継続して行う。

⑤高める 各地区で概ね基盤づくりは出来ているが、連携や共有はさらに進めていく。 3 継続して行う。
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居場所・相談・つながりづくりの推進

評価指標 内容 点数 平成30年度に向けて

①調べる
（確認する）

既存サロンの活動は継続しており、各者がニーズ調査や意見交換も積極的に行え
ている。 4 継続して行う。

②知る
（学ぶ）

各種研修会等には積極的に参加し、自己研鑽に努めている。 4 継続して行う。

③つながる 町内会活動と連動することで効率よく、地域ニーズ等の把握が出来ている。 4 継続して行う。

④伝える
住民座談会の開催、小地域ネットワーク活動の実施、サロン活動等と多くの場面で
きずなを伝えることができた。 4 継続して行う。

⑤高める
地域の居場所として機能しているが、他地域との情報交換の場を設け、さらに機能
を向上させたい。 3 他地域との繋がりを作る。

防災活動

評価指標 内容 点数 平成30年度に向けて

①調べる
（確認する）

各地区で定期的に避難訓練を実施しており、参加者の意識も高まっている。 3 継続して行う。若い世代へのアプローチも検討する。

②知る
（学ぶ）

住民座談会をメインに、各地区での取り組みについて確認している。 3 継続して行う。

③つながる 住民座談会等を通して意見交換を行っており、今後も継続する。 3 継続して行う。

④伝える 各地区で参加状況や内容も異なるので、住民座談会等で情報交換を行う。 3 継続して行う。

⑤高める
町内会や委員の意識は高い。地域住民へのアプローチは推進委員や住民座談会で
検討する必要がある。 2 継続して行う。
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きずな安心キットの推進

評価指標 内容 点数 平成30年度に向けて

①調べる
（確認する）

地区全体として概ね取り組めており、未加入へのアプローチも継続している。 4 今後は、利用者の現状把握及び継続支援が必要。

②知る
（学ぶ）

各委員の安心キットの理解度も高く、十分に機能している。 4 継続して行う。

③つながる
対象者把握については行えている。住民座談会等を通して、専門職との繋がりも良
好。 4 訪問活動を継続して、強化を図る。

④伝える 地区全体として、富岸地区の課題として各社へ周知を強化する必要がある。 4 継続して行う。

⑤高める
校区全体の課題として取り組めている。事例検討などの県有の場を設けることも検
討する。 4 継続して行う。

校区きずな推進委員会　委員

リーダー 瀧川　正義 きずな推進委員 八重樫一男 きずな推進委員 山道　春秋

サブリーダー 袖山　　功 きずな推進委員 小林　良郷 きずな推進委員 有野　國男

サブリーダー 工藤　保秋 きずな推進委員 中山　晃一 校区きずな推進委員 菊地　由三

きずな推進委員 筑野　栄子 きずな推進委員 亀山　秀一 校区きずな推進委員 合田　和彦
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１．校区活動

時期 名称 人数 内容

2月19日 第1回富岸小学校区きずな推進委員会 9 名 住民座談会の内容について

3月19日 富岸小学校区住民座談会 40 名

「きずな」とは
”助け合い”が必要な背景（高齢者編）
”のぼりべつ”の今とこれから
「きずな」事業（生活支援編）
意見交換「自身の住む町に今必要なこと・求められること」

２．日頃からの見守り・訪問・声かけ（小地域ネットワーク活動）

若葉町内会 新生町内会 新生町三丁目町会

富岸町内会 新生町２丁目町会 新生町望洋町内会

富浜町内会 新生北町内会

実施率 72.7% （ 8 ／ 11 ）

３．居場所・相談・つながりづくりの推進（ふれあい・いきいきサロン、ふれあい会食会）

ふれあい・いきいきサロン

寿サロン サロン「スマイル」 健康サロン・レインボー

スマイルサロン　ドリーム ふれあい会 元気サロン虹の会

いきいきサロン若葉 新生町2丁目町会いきいきサロン 新生きらきらサロン

ふれあい会食会

汐平町内会 富浜町内会 新生北町内会

若葉町内会 新生町内会 新生町三丁目町会

富岸町内会 新生町2丁目町会 新生町望洋町内会

実施率 81.8% （ 9 ／ 11 ）
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